
１１月２１日、東海労本部事務所に加藤正利の脱退届が

ＦＡＸ送信されていることが判明した。

加藤正利は、自らの口から何ら脱退理由を語ることなく

（そもそも理由などあろうはずがない）、グループライン

等により森下暢紀のメッセージと自らの短い駄文を送りつ

け、連絡を絶ったのである。地本副委員長、東海地区分会

の分会長という役職をもほっぽり出してである。

何が、「言いたい事が言えて、組合員を大切にする組織

に入りたい。」だと？馬鹿も休み休みに言え！お前の不当

転勤に対する闘い、医適を利用した不当出向に対する闘い

は誰が共に闘ったというのか！

共に闘ってきた仲間たちを足蹴にし、東海労からの脱落

＝組織破壊の担い手たるお前を断じて許さない！

JR東海労働組合名古屋地方本部

加藤正利を許さない！

加藤正利よ！

人生最大の恥と知れ！！


